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   Bacteriological and biochemical characters of rapidly growing mycobacteria that caused 

pulmonary disease were studied in comparison with three Mycobacterium runyonii strains and ten 
Mycobacterium fortuitum strains. Pathogenic rapid growers tested were one strain from patient 

Yamamoto (Urabe  & Kawai, 1957), one strain from patient Sato (Konno et al., 1964) and six 

strains from patient Yoshida. The third case was found in our hospital and described firstly 

in this paper. The patient is a forty-year old woman and had a large cavity in her left upper 

lobe. In spite of the presence of drug resistances to all antituberculous drugs (streptomycin, 

PAS, isoniazid, kanamycin, ethionamide, cycloserine and ethambutol), the cavity was closed 

by a six-month-regimen of the chemotherapy with streptomycin, PAS and isoniazid, but 

leaving a continuous excretion of a small number of acid-fast bacilli other than tubercle bacilli 

in her sputum. 

   All of the above patient strains  were identified as  Mycobacterium fortuitum, a number of 

discrepancies being observed from the characters of reference strains of M. fortuitum. The 

strains seemed to have their taxonomic position between the M. runyonii proposed by Bojalil et 

 al. as a new species and the M. fortuitum, and the strains rather more resembled to M. 

runyonii than M. fortuitum. However, considering a close similarity of M. runyonii with M. 

fortuitum, we propose to name these strains with M. runyonii strains as Mycobacterium fortuitum 
subsp. runyonii and to name the typical M. fortuitum strains as Mycobacterium fortuitum subsp. 

fortuitum. A numerical classification with much more strains will be reported elswhere. 

   In contrast to M. fortuitum  subsp.  fortuitum, M. fortuitum subsp. runyonii represented, 

generally, the following differences  :
 i ) nitrate not reduced or only weakly reduced  ;
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(ii)noacidformedfromglucose,mannoseandtrehalose;

(iii)ethanol,propanol,propyleneglycoland1,3-and2,3-butyleneglycolsnotutilized

asthesolesourceofcarb◎nforgrowth;

(iv)glucosaminen0tutilizedasthesole,simultaneoussourcesofcarbona獄dnitrogenfQr

growth;

(v)allantoinaseactivitynotshown｡

However,noneofthesecharactersweredistinctfordifferentiationofsubspeciesγ 駕"ッ伽ii

fromsubspecies/brtuitum.Bothsubspeciesseemedtobedifferentiated◎nlybyacombination

ofthesecharacters.

Inadditiontotheabove,thepatientstrainsshowedaremarkablecharacteri籔blacke獄ingthe

SautonagarcontainingO,2%sodiump-aminobenzGate.Suchcharacterwasnotobservedinall

mycobacteriauntilnowtestedincludingBolalil's``M.runyonii"strains.BojaliPs"M.γ 朔 ジonii"

strainsshowedanegativeoronlyaweaklypositivethree-day-arylsulfataseactivity,anegative

salicylatedegradationtestandnogrowthoneggmediaco蹴ainingO.5mg/mZhydroxylamine,

whichwerethereactionscharacteristicforM.ノbrtuitum,andtheyseemedtooccupytheir

positionattheendofabroadspectrumofM.プbγ 如 髭銘魏.

Rapidlygrowingmycobacteria(rapidgrowers)が

人 体 に 感 染 す る こ とは,Cruz1'のMycobacteriumプbr-

tuitum以 来 多 くの報 告が あ る｡そ の 大 部 分 はM.プbr-

tuitumと 同定 され て い るか2>"一一4),ま た は 未 同 定 の ま ま

で あ る｡わ が 国 に お け るrapidgrowers感 染 例 の報 告

は,占 部,河 合5)に よ る 「山 本株 」 と今野 ほ か6)に よ る

「佐 藤 株 」 の2例 に す ぎ な い｡今 回,わ れ わ れ は 第3例

と して,国 立 療 養 所 中 部 病 院入 院 患 者 の症 例1例 を 追 加

す る と と もに,こ れ ら3患 者 の 菌株 に つ い て検 討 した 結

果 を 報 告 す る｡

実験材料および方法

人由来のrapidgrowersは,山 本株,佐 藤株 西脇

株各1株 と,吉 田株6株,計9株 を検討した｡山 本株

(RJ-1)は,占 部,河 合5》により1957年 に報告されたも

の,佐 藤株(RJ-2)は 今野ほか6)に より1964年 に報告

されたものである｡西 脇株ははじめ感染を起こしたもの

として,名 古屋大学日比野内科に送られたが,そ の感染

の成立が確実でないので,RJの 番号を付 されなかつた

株である｡吉 田株は国療中部病院に1966年3月 入院 し

た40才 の女子の患者から分離された株である｡こ の患

者ははじめ左上葉に大空洞(50×60mm)を 有 し,全 抗

結核剤(SM,PAS,INH,KM,TH,CS,EB)に 耐性

の抗酸菌を少量排泄していた｡は じめ手術予定であつた

が,耐 性があるにもかかわらず,SM・PAS・INH併 用療

法を行な う間に急速に空洞が縮小し,6ヵ 月後にはほと

んど消失してしまつた◇ しか し微量の抗酸菌の排菌は,

検 査の度に数コロニー程度証明されている｡こ の抗酸菌

は初回分離では4週 後にはじめて集落が認め られたが｡

継代すれば3～4日 で1%小 川培地に発育 した｡こ の菌

以外の遅発育性抗酸菌や結核菌は全 く認め られず,上 記

の速発育性抗酸菌は,分 離のたびに唯一の培養菌として

認め られた｡こ の患者は人型結核菌にも弱陽性の反応を

示したが,患 者自身の8月 分離菌のSauton培 養から作

製したツベルクリン液に対 して,1,000倍 希 釈液0.1ml

の皮内接種で48時 間後に8×8mmの 発赤を示した｡

対象とした他の結核患者5名 および健康者2名 は,吉 田

株ツベルクリンに対しては全 く陰性の反応を示 した｡以

上のごとくこの患者は,頻 回に発育の速い抗酸菌を単一

菌として排泄しているので,毎 回 の排菌量は少ないが,

rapidgrowerに よる感染例と考えた｡症 例の詳細は別

報する｡

以上の病源性rapidgrowersの 対照 として,M.run-

yonii(Bojalileta1・7>)「380」 「481」「518」の3株(Dr.

Runyon,E.H.か ら九大武谷教授に分 与され,武 谷教

授か らさらにわれわれに分与された)お よびM・fortui-

tum10株 を用いた｡こ のM.プbrtuitum中6株 は標準

株 として,ATCCま たはNCTCに 保存されているもの

であり,R記 号の2株 はDr.R.E.Gordonに よ り同定

されたものである｡い ずれもDr｡R.E.Gordonの ご好

意で入手した(た だしATCC19709を 除 く)｡他 の2

株はわれわれの研究室で分離 同定 された ものである｡

ATCCま たはNCTC株 はM,プbrtuitumの 標 準株で

あ り,「1701」株 もわれわれが分離同定 した100株 以上の

株の中か ら定型的性状を示すものとして選んだ｡「1261」

株は45℃ に発育できる株の代表として,「R-・1025」 株

および 「R-1277」 株は,Dr.R.E.Gordonに よ りM、

プbrtuitumと 同定された株の中でM・runyeniiに 近 い
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性状を示す株の例として対照に加えた｡

検査の方法は既報8)の とおりで,発 育の有無の判定は

特記しないかぎり,37｡C2週 培養後に行なつた｡

実験成績ならびに考察

実 験 成 績 を 表1お よび2に 一 括 した｡

山本 株,佐 藤 株 お よび吉 田株 の分 類 学 的 地 位

実 験 成 績 に示 す よ うに,山 本 株,佐 藤 株,吉 田株 は,

M.fbrtuitumお よびM・runyoniiの 両 者 に 類 似 し,ど

ち らか とい え ばM・runyoniiの3株 お よびM.fortuitum

中 のR-1025お よびR-1277株 に よ り近 い｡M.runyonii

が公 認 され て い な い 現 在,既 知 菌 種 と同定 し よ うとす れ

ば,M.fbrtuitum以 外 に 同定 され る 菌 種 は ない｡M.

プbrtuitumに つ い て先 駆 的 研 究 を したGordon,RE.に

よつ て同 定 され た菌 株 中 に も,山 本 株 な ど と きわ め て 類

似 す る株 が あ る｡一 方,山 本 株,佐 藤 株,吉 田株 がM.

runyoniiと され た3株 に 類 似 して い る こ と も確 実 で あ

る｡最 近,中 山9)は 山 本 お よび佐 藤 の両 株 をM.runyenii

と同定 す る と と もに,M・runyeniiがMfbrtuitumか

ら区別 され る点 と して,硝 酸 還 元 陰 性,citrateを 利 用

しない,allantoinaseを 欠 くな どの点 を あげ た｡

問 題 はM・runyeniiが 果 た して独 立 の 菌 種 と して成

立 す るか 否 か で あ るが,も とも とM・runyoniiはBojalil,

Cerb6n&Trujillo7)がnumericalclassification(数

的 分 類 法)に よつ て発 見 提 唱 した も ので あ るが,Bojalil

etal.の 行 なつ た 「数 的 分 類 」は,使 用 され た 性状 の数

が 少 な く,そ の結 果 に は なお 検 討 の余 地 が あ る と され て

い る10)｡し た が つ て現 在M.runyoniiを 確 立 され た菌

種 と して受 け 入 れ る こ とは 問 題 が 多 い ◎ 最近,東 村11)が

"M .runyonii"3株 を 組 み 込 ん で 行 な つ た 数 的 分類 で は

"M ・runyonii"と 「定 型 的」M・ プbrtuitumの 中 間 に,

1群 の 中 間株 が 見 出 だ され た｡す なわ ち"M.runyonii"

が 独立 の菌 種 であ る可 能 性 は あ る と して も,現 在はM.

fortuitumの 広 いspectrumの 端 に 位 す る例 外 的 な株 と

考 え て も よい 結 果 が 得 られ た｡以 上 の 結 果 か ら,東 村 は

一 応"M .runyonii"をM.プ'ertuitumのsubspeciesと

して,M.プbrtuitumsubsp.runyoniiと す る こ と を提

唱 した｡本 報 に は 山本 株,佐 藤 株,吉 田 株 の 性状 と とも

に,"Mrunyonii'お よびM・ プbrtuitum標 準 株 の性 状

を示 した｡表 に み られ る ご と く こ れ ら 人 体 分 離 株 は,

M・ プbrtuitum標 準 株 と"M・runyonii"株 との 中 間的 性

状 を示 す｡し い てい え ば"M.runyonii"に 近 い性 状 が 多

い の で,現 在 の とこ ろM.プbrtuitumsubsp.γunyonii

とす る の が適 当 と思 わ れ る｡

Subspeciesrunyoniiを 標 準 株 す なわ ちsubspecies

fortuitumか ら区 別 す る 性状 と しては 次 の も のが あ げ ら

れ る(表1お よび2参 照)｡()内 の数 字 は,380,481,

518,山 本,佐 藤,吉 田6株,西 脇,R--1025,R-1277の

217

14株 をsubsPeciesruayoniiと した 場 合 に,該 当す る

性 状 を示 す菌 株 を示 す｡

(1)硝 酸還 元が 弱 いか 陰 性(11/14)｡

(2)allantoinaseを 欠 如す る(14/14)｡

(3)91ucose,mannose,trehaloseか らの酸 形 成 を

欠 く(8/14)｡

(4)ethano1お よ びpropanolをC源 と して 利 用 し

なL、(9/14)o

(5)prepyleneglycol,butyleneglycolsをC源 と

して 利用 しない(10/14)e

(6)glucosamineを 同 時NC源 とし て利 用 し な い

(11/14)｡ま たacetamideも 利 用 しな い(141ユ4)｡

そ の他Bojaliletal.の"M.runyonii"3株 は,(i)

集落 形 態 がR型 の もの が あ る;(ii)arylsulfatase3日

反 応 が弱 い;(iii)サ リチ ル酸 分 解 が陰 性;(iv)NH20H,

500γ/ml,培 地 に発 育 しない｡

以 上 に あ げ た 性 状 は,一 つ一 つ を み れ ば 決 し てsub・

speciesrunyoniiに 特 有 な 性 状 で は な い｡い ず れ の 性状

もM.プbrtuitumsubsp｡プbrtuitumで もみ ら れ る｡た

だ前 者 で は,こ れ らの 性状 が頻 回 同時 に み られ るに す ぎ

な い｡B｡jaliletal・7》 が あ げ たcitrate不 利 用 の 性 状 は,

subspeciesプbrtuitumで もか な り頻 回 に み ら れ る性 状

で,特 徴 とは い い が た い よ うに思 わ れ る｡い ず れ に して

も,人 体 に 感 染 したMfert#itumが 定 型 的 なM.fbr｡

∫μ伽 魏 とは か な り異 つ た 性 状 を 有す る こ とは 確 実 で,

この点 は は な は だ 注 目す べ き こ と と思わ れ る｡

また い わ ゆ る 病 源 性rapidgrowersの 特 異 な 性 状 と

して,こ れ らがO・2%sodiump-aminobenz｡ateを 含有

す るSauton培 地 また はSauton寒 天 を 黒 変 す る こ とが

あ げ られ る｡黒 変 は 比 較 的 長 期 間 の 培養 の後 に 起 こ り,

1～3週 を 要 す る｡こ の 性 状 は い ま の と ころ他 の抗 酸 菌

には 認 め られ な い｡

結 論

わ が 国 で 分 離 され た 病 源 性rapidlygrowingmyco-

bacteriaの 性 状 を 調 べ た 結 果,山 本 株,佐 藤 株,吉 田

株 のい ず れ もが 既知specie$と して のMycobacterium

力 吻 蜘 獅 の 範 疇 に 入 る も の と 認 め た｡し か しな が

らこれ ら菌 株 は,最 近B◎jali1,Cerb6n&Trujil1｡に よ

つ て 新 菌 種 と し て 提 唱 さ れ た ル砂ω 加漉 γ舞甥 蹴 か

yoniiに 類 似 し,い わ ばM・fbrtuitumの 定 型 的 菌 株 と

M.runyoniiの 中 間 型 で,い ずれ か とい え ばM.runyonii

に近 い性 状 を 有 す る もの と認 め られ た｡現 段 階 で い わ ゆ

るM・runyoniiを 独 立 のspeciesと 認 め る こ とは 時 期

爾 早 と考 え られ るの で,M・runyoniiと 山本 株,佐 藤 株,

吉 田 株 お よびM・ プbrtuitumの 一 部 を あわ せ てsubspecies

と し,Mycobacteriumプbrtuitumsubsp.runジoniiと 呼

ぶ こ とを提 唱 した｡
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M・ プbrtuitumsubsp.runyoniiとM｡プbrtuitum

subSP・ プbrtuitum(定 型株)の 区 別 点 と して は,前 者 が

(1)硝 酸 還 元 が 弱 い;(2)allanteinaseを 欠 く;(3)

91ycose,mannese,trehaloseか ら の 酸 形 成 を 欠 く;

(4)ethan◎1,propano1,propyleneglyco1,butylene

91yc◎1sをC源 と して 利 用 しな い;(5)glucosamineを

同 時NC源 と して利 用 しな い点 が あ げ られ る｡し か し こ

れ ら一 つ 一 つ は 両subspeciesを 分 け る決 め 手 では な い｡

被 検 株 が これ らの性 状 の大 部 分 を 示 す か 示 さ ない か に よ

つ ての み,両 者 の区 別 が 可 能 で あ る｡

な お 山 本 株,佐 藤 株,吉 田 株 はSauton培 地 また は

Sauton寒 天 に発 育す る と き,p-aminobenz｡ateを 黒 変

す る とい う特 異 な 性 状 を 示 した｡吉 田株 は わ が 国 に お け

るrapidgrowers感 染 症 の 第3例 と考 え られ る｡
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